
黒
くろ

門
もん

のよい子
こ

 
台東区立黒門小学校 

【登校
とうこう

・下校
げ こ う

】 
１．登

とう

校
こう

時
じ

刻
こく

(8:00-8:15）と下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

を守
まも

ります。 

２．電
でん

車
しゃ

やバスなど乗
の

り物
もの

の中
なか

ではマナーを守
まも

り、決
き

められた

通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

って登校
とうこう

・下
げ

校
こう

します。 

３．帽
ぼう

子
し

をとって元
げん

気
き

にあいさつをして玄
げん

関
かん

を入
はい

ります。 

４．下
げ

校
こう

後
ご

は寄
よ

り道
みち

をせず家
いえ

に帰
かえ

ります。塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

には、一
いち

度
ど

家
いえ

に帰
かえ

ってから行
い

きます。 

【休
やす

み時間
じ か ん

】 
１． 「休

やす

み時
じ

間
かん

のきまり」の約
やく

束
そく

を守
まも

って、仲
なか

良
よ

く遊
あそ

びます。 

２． 雨
あめ

の日
ひ

は、教
きょう

室
しつ

内
ない

で安全
あんぜん

に気
き

を付
つ

けて遊
あそ

びます。 

【清掃
せいそう

】（1:00-1:10） 

１．推
すい

奨
しょう

服
ふく

の上
うわ

着
ぎ

を脱
ぬ

いで行
おこな

います。 

２．使
つか

った道
どう

具
ぐ

は整
せい

理
り

して元
もと

あった場
ば

所
しょ

に片
かた

付
づ

けます。 

３．1:10 までは教
きょう

室
しつ

で過
す

ごします。   

【服装
ふくそう

・身
み

だしなみ】 
１．普

ふ

段
だん

はワイシャツ・ブラウスのかわりに白
しろ

のポロシャツ  

でもいいです。（式
しき

がある日
ひ

は正
せい

式
しき

な服
ふく

装
そう

で出
しゅっ

席
せき

します。） 

２．必
かなら

ず名
な

札
ふだ

を付
つ

けます。上
うわ

着
ぎ

を脱
ぬ

いだら付
つ

け替
か

えます。 

３．小
しょう

学
がく

生
せい

らしい身
み

だしなみをします。カチューシャ、リボ

ン、シュシュ、飾
かざ

り付
つ

きのゴムや髪
かみ

留
ど

めは使
つか

いません。ゴ

ムや髪
かみ

留
ど

めは単
たん

色
しょく

無
む

地
じ

のものを使います。 

 

４．衣
ころも

替
が

えを機
き

に季
き

節
せつ

に応
おう

じた服
ふく

装
そう

をします。靴
くつ

下
した

は基
き

本
ほん

的
てき

に

ハイソックスで、足首
あしくび

が隠
かく

れるようなものをはきます。 

５．推
すい

奨
しょう

服
ふく

の下
した

に紺
こん

・黒
くろ

・グレーの無地
む じ

のセーターやベストを

着
き

ることができます。 

６．寒
さむ

いときには、推奨服
すいしょうふく

の半
はん

ズボンやスカートの代
か

わりに、

長
なが

ズボン（推奨服
すいしょうふく

に準
じゅん

ずる生地
き じ

のもの）を着
ちゃく

用
よう

しても構
かま

いません。また、半
はん

ズボンやスカートの下
した

に、レギンス（紺
こん

・

黒
くろ

の無地
む じ

のもの）を着
ちゃく

用
よう

することができます。（タイツや

ストッキング、ひざ掛
か

け等
とう

の毛
もう

布
ふ

類
るい

は使用
し よ う

しません） 

７．防寒
ぼうかん

着
ぎ

（推奨服
すいしょうふく

の上
うえ

から着
き

るもの）は、単色
たんしょく

無地
む じ

のもの

を着
き

ます。マフラー、手袋
てぶくろ

、ネックウォーマーは落
お

ち着
つ

い

た色
いろ

のものにし、登
とう

校
こう

したら外
はず

します。 

安
あん

全
ぜん

のためにベンチコート・耳
みみ

当
あ

ては使
し

用
よう

しません。 

８．体育
たいいく

の時
じ

間
かん

は推
すい

奨
しょう

服
ふく

の上
うわ

着
ぎ

をはおりません。寒
さむ

いときは、

単
たん

色
しょく

無
む

地
じ

のトレーナー（白
しろ

・紺
こん

・黒
くろ

・グレー）を着
き

ること

ができます。 

９．運動
うんどう

に適
てき

した運動
うんどう

靴
ぐつ

で登
とう

下
げ

校
こう

します。原
げん

則
そく

として、マジッ

クテープのものを使
し

用
よう

します。 

 

【道具
ど う ぐ

・持
も

ち物
もの

】 
１．勉

べん

強
きょう

に関
かん

係
けい

のないもの（お金
かね

・マンガ・キャラクターもの・

携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

やスマホ等
とう

など）は持
も

ってきません。 

２．持
も

ち物
もの

には全
すべ

て名
な

前
まえ

を書
か

きましょう。 

３．筆箱
ふでばこ

・鉛筆
えんぴつ

・下
した

じきは一
いっ

色
しょく

で無地
む じ

、消
け

しゴムは白
しろ

のものを

使
つか

います。シャープペンシルは使
つか

いません。カラーペンは、

許
きょ

可
か

がある時
とき

に持
も

ってきます。 

４．道
どう

具
ぐ

箱
ばこ

には、はさみ・のり・色
いろ

鉛筆
えんぴつ

をそろえておきます。

その他
ほか

、セロテープ・ホチキス・ものさしなど学
がく

年
ねん

で決
き

め

られたものを入
い

れます。 

５．水
すい

筒
とう

の中
なか

身
み

は水
みず

か麦
むぎ

茶
ちゃ

です。 

６．置
お

き傘
かさ

は、折
お

りたたみのみです。教
きょう

室
しつ

で保
ほ

管
かん

します。 

 

【礼
れい

儀
ぎ

・生
せい

活
かつ

】 
１．みんなで使

つか

うものは大切
たいせつ

にし、ていねいに使
つか

います。 

２．ろうかや階段
かいだん

は右側
みぎがわ

を歩
ある

きます。 

３．教
きょう

室
しつ

を移
い

動
どう

するときは並
なら

んで静
しず

かに移
い

動
どう

します。 

４．元
げん

気
き

に返
へん

事
じ

、笑
え

顔
がお

であいさつができる子
こ

をめざします。 

５．礼
れい

儀
ぎ

正
ただ

しい態
たい

度
ど

や言
こと

葉
ば

遣
づか

いができるように心
こころ

がけます。 

 ①友達
ともだち

をよびすてにしません。 

 ②先生
せんせい

や主事
し ゅ じ

さんなど目
め

上
うえ

の人
ひと

に対
たい

して友達
ともだち

のような呼
よ

び  

方
かた

をしません。 

【その他
た

】 
１．くつばこは、上

うえ

の段
だん

に上
うわ

ばき、下
した

の段
だん

に外
そと

ばきを入
い

れます。

かかとをそろえて入
い

れます。 

２．登校
とうこう

した後
あと

は学校
がっこう

の外
そと

に出
で

ません。 

３．花
はな

の広
ひろ

場
ば

では外
そと

ばきを使
つか

います。 

４．きこえとことばの教
きょう

室
しつ

前
まえ

や職
しょく

員
いん

室
しつ

前
まえ

の廊
ろう

下
か

は通
とお

りません。 

５．下
げ

校
こう

後
ご

、忘
わす

れ物
もの

をしても学校
がっこう

に取
と

りに来
き

ません。どうし  

ても必要
ひつよう

な時
とき

は、お家
うち

の人
ひと

と取
と

りに来
き

ましょう。 

 

    ＜保護者の方にお願い＞ 

○「黒門のよい子」は、全児童が規律ある学校生活を送ること

ができるようにするための規範です。ご家庭でもみなさんで

よくお読みください。 

○欠席や遅刻の場合は、8:００までに「SumaMachi 入力」 

「８：１５までに電話で連絡する」「他の児童に連絡帳を持

っていってもらう」などの方法にて、必ず担任にお知らせ下

さい。 

○早退させるときは、「保健調査」および「児童指導資料」を

参照して連絡いたします。 

○遅刻・早退の際は、遠近・学年にかかわらず必ず保護者が送

り迎えをしてください。 

○必ず決められた通学路を守って登下校させるようにしてく

ださい。 

○緊急時の登校の可・不可は、ご家庭で判断してください。 

○学校に忘れ物をしてやむを得ず取りにくる場合は、遠近・ 

学年にかかわらず必ず保護者が付き添って下さい。                                           

とくにがんばること 

   げんきにへんじ  

      えがおで あいさつ  

 きもちの よい あいさつが しぜんとできるように！ 

Ｂ
－
３
 


